
【日時】 2016［平成 28］年 3 月 1 日（火）  17：15～20：30  （受付 17：00） 

【会場】 ちよだプラットフォームスクウェア （千代田区神田錦町 3-21） 

【主催】 公益財団法人釜石・大槌地域産業育成センター、株式会社釜石プラットフォーム 

【協力】 公益財団法人まちみらい千代田、プラットフォームサービス株式会社 

【後援】 千代田区、釜石市、ちよだフードバレーネットワーク 

―よみがえれ 釜石！― 

トークセッション＆復活！釜石フェア 

 

市町村サテライトオフィス勉強会（16：00～17：00 ５階会議室） 
  

【主催】公益財団法人まちみらい千代田、プラットフォーム株式会社 
  

東日本大震災から５年をむかえる岩手県釜石市の復興状況や各種復興プロジェクトの現状な

らびに地域特産品の開発等についてご紹介します。 
  

【プログラム】 

Part 1:トークセッション 「釜石の目指すまちづくりとは」＜17：15～18：15 ５階会議室＞＞ 

 

 

 

 

 

 

 

Part 2：復活！釜石フェア  ＜18：30～20：30 １階カフェレストラン「FUNE」＞ 

ブランド牡蠣〝桜満開牡蠣（商標出願中）、地ビール〝はまゆりエール″を 

はじめ釜石の食材をふんだんに使った料理をご提供 ※会費 5,000 円 

＊＊トークライブ＊＊  笹田学 さん ＜明治大学評議員、釜石応援ふるさと大使＞ 

岩手県出身で明治大学ラグビー部では主将を務め、日本代表でも活躍された笹田さんに 

2019年ラグビーワールドカップ日本大会の招致のお話、そして釜石会場での成功に向けてエ

ールをいただきます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

枝見太朗 さん  ＜一般財団法人富士福祉事業団理事長、 

プラットフォームサービス株式会社顧問＞ 

野田武則  ＜釜石市長、 

公益財団法人釜石・大槌地域産業育成センター理事長＞ 

同時開催 

2010 年 2 月 19 日に都内で初めて開催し好評を

いただいた「第 1回釜石フェア」。翌 2011年 3

月 17日に「第 2回釜石フェア」開催の準備を進め

ていた矢先、東日本大震災が起こりました。 

あれから 5 年…被災地の中小飲食事業者の再起を

支援する「かまいしキッチンカープロジェクト」

や、名産「桜満開牡蠣（商標出願中）」の復活にか

ける養殖漁師を応援する「里海プロジェクト」な

ど、多くの皆様にご協力をいただきました。 

いま釜石は復興に向けて、力強くその歩みを進め

ています。皆様への感謝を込めて、ここに「復活！

釜石フェア」を開催いたします。 

『釜石市の復興状況について』 『ラグビーワールドカップ２０１９釜石開催について』 

『各種プロジェクトの現状について』 『釜石の新たな特産品について』 


